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I― !0 秒 え に 向 す る 基 礎 的 研 究 (2)
一‐ルl通の彰なにス,ぎす側生の塀多響 一

ネ 人貧災対 え首 ・ェ ・工 =メ ロゎ 場 ′ 点 人 応ズ対 え,T'工 ・0口 十茄 一
朗

1.6者=: 鋼 W″プ“の十ム復1まえの月期1・■こぇ物%れ 性とのJ任′ハ、ぃ,あるこ鳥われる́ みt '々よ

た年末′&″」N… tこ うした 姦ゝん瀕姓ば日でλ■すぃうぅi場 `、ら́ 達の紛えlミ着手した。こ

の瀾千え2進めるだめには′よずどのようにLτ劇たと′ぇの夜村をどのよう|ミ椰レ↑す` きか2欠め′ゼ

彙がある。すぶヵぅ洲た,さ眸Ч て鋼 ″中 の■友えヽ止′とくlミ側生の影響を芳患する′ガ準の力暴之

調べておくここが人″である。た4場移おしたり1にぶに!よ下えのような向題久があり′たの仄え,こかな

り子向どった。そこぜか,コtO上記の人之B月ン |ヽミするここ之目的として,シ冽 、ヴー の影状
｀
や産′と

く|ミ″連の彰八,こ及ぼす4al産の黒′磐lCつ1'マ実験6夕lミユニのか討之力0えた。

2.超 者パ メ]に恙 : 範,こパィFtた冽に発いま課二2,| さヽくするためノ繰 リエ と月)麒 之霧ナ測する

オペだった。し。ゝtaふ だ
｀
こ以Jttra離の人,,、により4綬J発こかィψ操ィ「する′ゞ蓉があり′突n上不反び

あった。そこt ′゙送薇亀兵の増加はごパルスぅ静 の工上り特性2人負t′夕^滅影がジすヽ ノク
・一を

かすら″tるよう:ttた望場調 2月 ,ヽ,これ1ミ洋は,′贅磐などの`向題之得決するここによリーQ測 定

オペlこバわた。またゲート寺,ηを■えるここ) よヽり′′K住 こり林 のイ言うパユ=′べ=多磐之及ぼすここの

は 'ヽようlt tた。女栃こソの場ハ1まこれtお 7輌瞬咄ことするよぅ,こtた。このため彙捩り̀ いヾたく場港は

,」えジヽ■よば、,。この場か体Jまた調増tィ千ば,1こ れtB庄、ヵるょラリこtた。たこで可本の状態およグ

澤遊ルサ駐ヽ ばごの承什,ミよりず亀産赫＼ンしが凝ざる。この禄猫応波の選狭ヱオのソ耀の雄キなどを認べ

るため1■晦た,t■
′ιttι 4″Mノ

響
詢用の泰ナ2迫ヵtハ。

3.実 験さ: イスJ曖の影響t調べる,=1よ3/hのこtiえ た種 の々史検之イテば'′力暑があるφち戒れま

で
｀
lミ行はったものtま残「|のようざある。下λ端よソλムす

たわ'量之計ま し′これバ̀ 雄 こほ 苺ヾ しくばる3ど
｀
′す

わち千衡反亀 となるよで
'実

験 烈艦こ とた。このイ分株 t'L

は ,ヽよう1こ,Kを上あ′宗弟ョ こうllよメ"気,t′実験 ス|よ7

線に勝,て劇にずケえ向に1よましれn賜 マ
",T勁■彰訳お劇ttた 。

棄 ′,2はポイ)ト メ一`)・で
｀
′彙摯う!れ起`"こへむ増痣タトでメ`

tた。このイじTえttメ ントlして口たし′ ピ トーを,こ7,こ達 表―1 貞 飛 の種 類

か々 之以jたした。実験4は嗅禁 3`周羞たの戒度の″違t二■■夕|単ヽれたこた木知 膜型4(,こ れ

t口鷹しヽ :ギ豊端[1■, この′如線おぶがしイL肉 のダし向2412えすこ̀ ,・よ,7:nヾたとのz・ある。

4.実 な梅象進ニスのオネ :彙 飛 ||さ賠り違のでを々Cめt,ム ちよ鄭囃たのきれヽ 'rよ二'たぇ台クはせ

のバ彬 な され た。彙聡 2■ all僣逝u藤:こ,r機 ,tバュ ど,、〕オ′やる 陽 溜 が彫 八 セ1にA.実 験 3体 4ユlFlう
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